
日本における人力飛行機の特徴と活動

1.はじめに
　人力飛行機（HPA：Human Powered 
Aircraft）は，その名のとおり人力の
みで離陸し巡航する航空機である（図
1）．日本における HPA の研究は大学
に端を発し，後にテレビ番組でコンテ
ストが開かれるようになると多くの大
学等で学生サークルによる開発が始
まった．このように HPA が盛んに製
作されている国は世界でも珍しい．本
稿では，学生時代に HPA 製作に参加
した筆者の経験をもとに，日本におけ
る HPA の技術的特徴と活動を紹介す
る．
2. 日本におけるHPA
　HPA は一般的に，FAI（Fédération 
Aéronautique Internationale）の定義
で説明される．最も基本的なカテゴリ
は，人力のみで離陸して飛行する，エ
ネルギーを蓄える装置を搭載しない航
空機である．一方，日本ではテレビ番
組の人力飛行機コンテストへの出場を
前提にしているため，いくつか異なる
点が存在する．たとえば，FAI では
パイロットの力のみで水平離陸するこ
とが求められるのに対し，大会では加
速距離がわずか 5m ほどしかない高さ
10m のプラットホームから離陸する
必要がある．このため離陸時の急降下
荷重を考慮する必要がある．なお誤解
されることが多いが，日本の HPA が
水平離陸性能を持たないということは
なく，試験飛行は滑走路を利用した水
平離陸で実施している．
　日本で製作される HPA の多くは，
かつて MIT（マサチューセッツ工科
大学）で製作されたダイダロスという
機体を基礎としている．ダイダロスは
1988 年に 115.11km という HPA の飛
行距離記録を打ち立てたが，これは最
良の気象条件を選んで行われた飛行で
ある．一方，日本のコンテストでは 7
月という非常に暑い時期の決められた
日に順番に飛行するため，パイロット
の体調や気象条件に関係なく飛ばなけ
ればならない．このように，コンテス
トは世界的に見てきわめて過酷な状況

で行われており，大会記録と世界記録
は一概に比較できない．
3. HPAの技術的特徴
　HPA は人力でプロペラを回転し，
推力を得る飛行機である．よく訓練さ
れたパイロットであれば 250W 程度の
出力が可能であるが，一般的な飛行機
と比較すると重量当たりの出力が非常
に小さい．YS-11 が 200W/kg 程度で
あるのに対し，HPA ではわずかに
2.5W/kg である．このため，巡航速
度を 7～ 10m/s 程度として必要馬力
を抑え，徹底的な軽量化を図っている．
低速飛行のため主翼面積は 30m2 前後
と非常に大きく，誘導抗力軽減のため
アスペクト比は 30 前後にもなる．
　一方，機体の一次構造部材には
CFRP，二次構造部材に発泡スチロー
ルやバルサ材等の軽量材料を用いてお
り，全幅 30m に及ぶ機体の重量を
35kg 前後に抑えている．主翼（図3）
やプロペラには DAE 等の低 Re 数領
域用の翼型を用いている．
4. チーム運営上の課題
　日本の HPA 製作チームのほとんど
がテレビ番組のコンテスト出場を目的
とした学生チームであるため，二つの
課題が存在する．第一に，毎年人員が
入れ替わる学生チームにおいて先達の
成功・失敗・改善点に係る技術の伝承
が必ずしも十分に行われていないとい
うことである．このため学生チームの
機体は毎年出来が一進一退することが
多く，安定的な成長が難しい．第二に，
毎年行われるコンテストに対して，1
機の機体の設計・製作・調整を 1 年で
行わなくてはならない計画管理上の困
難さである．必要な作業をバランスよ
く実施するには，大学に入学して 2 年
足らずの学生では経験が不十分であ
り，設計や製作に手間どって十分な調
整を行う時間がなくなるチームも多い．
　このため各チームでは，基礎的な航
空工学を学ぶだけでなく，OB に積極
的に質問したり，種々の手法を用いた
適切なプロジェクト管理を実施するな
どの取り組みをしている．

5. おわりに
　日本では毎年 100 人以上の学生が人
力飛行機の製作に参加しており，自ら
の責任とリーダーシップで航空機を設
計・製作し調整を重ねて飛行大会に臨
むという貴重な経験を積んでいる．こ
のような航空機開発を行うことは，日
本の HPA 製作チームの大きな特徴で
ある．自身を含む多くの学生がこの経
験を生かし，今後日本の航空機産業・
機械産業の発展に貢献することを切に
願う．
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図１　HPA

図 2　コックピット（内部）

図 3　主翼（裏面）
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